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※2016 年は、インターンシップを実施する目的上位 3 つまでの合計 2016 年（N＝159）
































口までのきめ細かなサポート体制の一環として、2008 年度の本学部開学当時より 3 年生（2 単
位）の選択科目「インターンシップ」をキャリア教育推進のため実施してきた。








選択科目で「インターンシップ」を履修することができ、週 1 回 15 回の講義を受講後、さらに













































































ここ 2 ～ 3 年は、「自分の成長のため」「学生時代に一度は就業体験をしたかった」「業界研究を
したい」等、積極的な理由が多くなってきた。これも、高等教育機関でのキャリア教育が充実
してきたことによるものと考えられる。
　これまでの 6 年間の履修状況調査では、毎年 3 年生の約 4 分の一弱の学生が選択科目のイン
ターンシップを履修し単位を取得している（表 2）。履修登録をして就業体験をする割合は、




表 2　本学部 3 年生数に対するインターンシップ参加人数と学年の参加割合
2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年 2016 年
参加学生数 13 名 16 名 22 名 23 名 19 名 21 名
3 年生学生数 142 名 135 名 111 名 104 名 94 名 100 名
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図 4　本学 3 年生インターンシップ参加者数と参加割合の推移
　近年、受け入れ側のインターンシップに対する実施の方向性にも変化がみられ、積極的に受
け入れ態勢を整えられている状況である。また、学生側の意識にも変化がみられ、アンケート
調査の結果によると、ここ最近学生は就業体験を終えた後、さらに 2 か所～ 3 か所と積極的に
就業体験をするようになっている。受け入れ側の状況の変化もあり、短期体験型のインターン

























学年 なし 1 回 2 回 3 回以上 経験者割合
1 年 98.7％ 1.0％ 0.2％ 0.1％ 1.3％
2 年 95.7％ 3.2％ 0.7％ 0.5％ 4.3％
3 年 79.3％ 15.0％ 3.0％ 2.7％ 20.7％
4 年 80.4％ 13.7％ 2.8％ 3.0％ 19.6％
5 年 88.5％ 3.3％ 2.2％ 6.0％ 11.5％
6 年 90.2％ 5.4％ 0.5％ 3.8％ 9.8％



































































































































5 日間 5 日間 1 日目座学・2 日～ 4 日店舗での実習、最終日本社での座学、グループワーク













3 - 1 選択科目の授業内容について
　これまでは、履修登録をした学生が夏学期 15 回の授業を受けた後、夏季休暇中（8 月上旬～

























































































































































なるため学生の就業体験参加人数も多くなる。1 社に対して 1 ～ 2 名の受け入れとなった場合、
受け入れ先に「量的拡大」を依頼することが必要となる。また、オールインターンシップがス
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